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い
羽
根
共
同
募
金
は
、
第
２
次
世

界
大
戦
後
の
１
９
４
７
年
（
昭
和

22
年
）
に
、
市
民
が
主
体
と
な
り
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
戦
後
復
興

の
た
め
、
福
祉
施
設
を
中
心
に
配
分
し

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
60
年
以
上
た
っ
た
今
、
社
会

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

民
間
団
体
を
支
援
す
る
仕
組
み
へ
と
変

化
し
、
日
本
の
寄
付
文
化
の
象
徴
と
し

て
「
た
す
け
あ
い
の
心
」
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
や

さ
し
さ
を
待
つ
人
の
と
こ
ろ
へ
、
こ
の

町
を
良
く
し
よ
う
と
願
う
人
の
や
さ
し

さ
を
届
け
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
民
自
ら

の
活
動
を
応
援
す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町

を
良
く
す
る
し
く
み
」
で
す
。

同
募
金
は
、
対
象
と
な
る
福
祉
施

設
や
団
体
か
ら
予
め
配
分
希
望
を

調
査
し
、
目
標
額
（
必
要
額
）
を
定
め

る
計
画
募
金
で
す
。
集
ま
っ
た
募
金
の

約
70
％
は
、
募
金
を
い
た
だ
い
た
地
域

で
使
わ
れ
、
残
り
の
約
30
％

は
、
都
道
府
県
域
の
活
動
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

金
額
の
一
部
を
積
み
立

て
、
被
災
地
を
応
援
す

る
た
め
に
も
共
同
募
金
は
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
防

府
市
に
続
き
、
今
年
は
美
祢

市
や
山
陽
小
野
田
市
で
も
大

き
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
規
模
な
災
害
時

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

赤

共募

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」で
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」で
す
。
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●福祉施設・団体活動事業 ･･･182円（4,353千円）
県内の福祉施設・団体に対して、施設や車輌の整備などのために。

●高齢者福祉事業 ･･･109円（2,611千円）
地区の集い・交流の場であるサロン活動の支援や高齢者への配食サー
ビスなど、生活を支援するために。

●障がい者福祉事業 ･･･84円（1,996千円）
交流事業や大会など、障がいのある人が地域で安心して生活できるた
めに。

●児童福祉事業 ･･･46円（1,087千円）
健全育成につながる交流事業や大会など、児童が健やかに成長するた
めに。

●ひとり親家庭支援事業 ･･･10円（230千円）
ふれあいバス旅行など、母子・父子家庭への支援活動のために。

●福祉育成・ボランティア事業 ･･･194円（4,635千円）
社会福祉大会や住民福祉講座、しあわせ写真コンテストなど地域福祉

活動の推進やボランティア活動の振興のために。

●歳末たすけあい事業 ･･･375円（8,950千円）
歳末に際して生活に困っておられる世帯や児童・障がい者施設利用者
のために。

誰もが一緒に楽しめるふうせんバ
レーボール大会

子ども会の球技大会

チャリティー芸能発表会

萩
市
の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金

山
口
県
共
同
募
金
会
萩
支
会
（
分
会
）

一
般
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

戸別募金
法人募金
職域募金
子ども会募金
街頭募金
協 力 店 　
　　など

戸別募金
　　など

県内の施設・団体に平成23
年度に配分されます。

市内の施設・団体に平成23
年度に配分されます。

歳末時期の福祉活動費とし
て、今年末に配分されます。

１月
集　計

3 月
配分決定

今年12月
配分決定

県
域
配
分

地
域
配
分

歳
末
配
分

山
口
県
共
同
募
金
会

23,862千円
【一般募金：14,912千円／歳末たすけあい募金：8,950千円】

萩市の目標額

県 域 配 分

地 域 配 分

歳 末 配 分
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「学校守り隊」を引き受
けています。昔から子ども
好きのせいか、登校時の見
守りを自主的に始め、元気
なあいさつを聞くことは、
うれしい限りです。
近所には独居高齢者が多いので、郵便局員時代の

習慣からでしょうか、ポストに手紙などが溜まって
いると気になって声をかけたり、訪ねてみたりもし
ます。
夏祭りに欠かせないのは、「盆踊り」です。40数

年前から行われていた｢団七踊り｣を復活させ、仲間
とともに継承し、地域を活気づけようと取り組んで
います。
「いい“もの”、いい“習慣”は残していきたい」

私の勝手な想いかも知れませんが、住みよい地域づ
くりにもきっと繋がると信じています。

いいものは残したい

（田万川・小川24区／72歳）

桂木　　勇さん

私は、自然豊かで阿武川
が流れる川上が大好きで
す！
他県で生まれ、川上にお

嫁に来て20年余りが経ちま
した。４人の子どもが小さ
い時には、近所の方によく面倒を見ていただき、
地域の温かさをありがたく思いました。
いつか恩返しができればと思っていたところ、

地域の方のお顔も分かるようになり、主任児童委
員や地域のサロンの担い手、食生活改善推進員な
どをさせていただいています。
これからも、地元の方々と一緒に川上を盛り上

げ、未来ある子どもたちに郷土料理などの伝統を
伝えていきたいと思います。

地域に恩返し！

（川上・白上／45歳）

金子真紀江さん

高校を卒業してから働い
ていましたが、徐々に視野
が狭くなりました。その後、
更に視力が低下し、進行性
の網膜色素変性症と診断さ
れ…。
21歳から福岡視力障害センターで３年間勉強し、

あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師の免
許を取得し、地元で「天平庵」を開業しています。
33歳のとき、友人の誘いがきっかけでマラソン

を始めました。初めて参加したのは、同じ年の第
１回萩城下町マラソンです。山口盲人マラソン協
会の仲間と月１回、県セミナーパークで練習を重
ね、ゴールしたときのあの充実感、達成感が忘れ
られず、毎年参加しています。次の目標は、下関
海峡マラソンを完走することです。

走ることに魅せられて

（萩・大井後地／44歳）

久保田兼生さん

５月からファミサポの援
助会員になり、週に２回、
小学生と保育園の子どもの
お世話をしています。
絵手紙を一緒にしている

友だちに勧められ、少しでも役に立てばと思いま
した。また、主人に相談をしたところ、「やりたい
と思っているのなら、やってみたらいい。」と後押
ししてくれたこともあって、会員になりました。
日頃から自分の孫の世話ができない分、孫の守

りをしているようで、毎回楽しく過ごしています。
これから自分はだんだん年をとっていく一方な

ので、もっと若い人がファミサポの仲間に入って
くれたらいいなと思っています。

孫の守りをしているようで

（須佐・浦東／70歳）

新岡　初江さん
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長小野サロン主催ソ
ーメン流し交流会。
久しぶりに子どもの
声が会場をにぎわし、
地域の元気を感じる
一日でした。

全５回の市民手話講習
会。
３年目となる講習会に
は、田万川地域からも
参加者がありました。

「骨コツ健康大作
戦！みんなでつなご
う元気の輪」をテー
マに、学校や地域が
協力しながら、楽し
く健康について学び
ました。

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

旭

萩萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

萩

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

福
栄

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田
万
川

田

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

須
佐

古萩町内会によ
る認知症サポー
ター養成講座。
認知症の方への
接し方などを皆
で話し合いまし
た。

７月のサロンさわや
かでは、保健師等に
よる健康教室。
８月にはゴルフ場の
雄大な景色を眺め、
大いに語り合いまし
た。

24時間テレビ「む
つみ夏まつり」で、
今年のテーマである
“ありがとう”メッ
セージを募集しまし
た。家族や友達、ペ
ットへの感謝の気持
ちが、たくさん寄せ
られました。

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

つ
み

む
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ご 芳 名 ご　住　所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附ご 芳 名 ご　住　所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附

明賀　俊治 玉江浦１区の１伯父／杉山勝浩 金一封

福永　義博 倉江の３ 母／クサ子 金一封

山本　勇 中の倉の２ 妻／久代 金一封

井町　廣満 香川津の２ 母／ヒサコ 金一封 １件 金一封

藤原　照子 平安古東区の２夫／一男 50,000円

永田　亀次 塩屋町 妻／初枝 金一封

中村　信子 新川東の２ 母／小田シン 金一封 ２件 金一封

米原　智子 江向３区の１ 父／恩村智富 金一封

田中　一生 神奈川県座間市 父／安一 金一封 ２件 金一封

中原　清子 無田ヶ原の１ 夫／幹雄 金一封 ２件 金一封

岩本　和子 城東南区の１ 夫／巧次 金一封 １件 金一封

金子　賢正 平安古東区の４ 妻／節子 30,000円

久保田光昭 椎原の１ 兄／亘昭 金一封

匿名 30,000円

藤中　里海 新川東の１ 母／ハルコ 金一封 １件 金一封

久保田　勉 江向２区の１ 父／糾 金一封 １件 金一封

杉山喜代志 小原 母／福代 金一封 １件 金一封

長岡　安彦 大島赤穂瀬先 父／平藏 金一封 １件 金一封

岡　章司 後小畑の１ 父／勇 金一封

中村　洋子 橋本町の１ 夫／定仁 金一封 ２件 金一封

三浦　英男 見島８区 母／トシ子 金一封 ２件 金一封

柴田　博栄 河添の２ 父／稔 金一封 １件 金一封

岡　　敏恵 椿町の３ 母／ミツコ 金一封 ２件 金一封

門前　義信 城東南区の１ 妻／知恵 金一封

中　満子 浜崎新町の１区 義姉／靖恵 金一封 １件 金一封

吉村　誠 中津江の１ 母／チカヨ 金一封

寺川　英紀 土原１区の２ 父／一敏 50,000円

山本　薫 三見飯井 母／縫美江 金一封

津田クメ子 堀内１区の３ 夫／元正 金一封

網屋　義治 倉江の２ 妻／シヅヱ 100,000円 １件 50,000円

武清　章雄 浜崎新町の１区 母／キミエ 金一封 １件 金一封

井町サツキ 北古萩１区の２夫／輝夫 金一封 １件 金一封

豊田　隆晴 下五間町の１ 母／ヤエコ 金一封 １件 金一封

近江　滋子 江向２区の２ 夫／正次 金一封 ２件 金一封

藤田　恵子 江向２区の２ 夫／初一 金一封

永田　仁利 大井七重 母／千代子 金一封

井上キヨコ 玉江２区の２ 夫／幸一 金一封

土井吉五郎 中小畑の２ 妻／シヅ子 金一封

匿名 50,000円 ２件 40,000円

磯部　清 見島６区 母／ナツ子 金一封 ３件 金一封

匿名 30,000円 １件 20,000円

椿　　憲一 上本郷 母／アヤ子 金一封

堀野　哲司 大久保 母／ヨシコ 金一封

中村　勝美 下本郷 義母／マサコ 金一封

山相　卓子 中央 夫／孝美 300,000円 ２件100,000円

長見　浩義 花見 父／靖夫 金一封

植田　進 麻生 父／茂 金一封

河野　和夫 千石台 父／芳夫 金一封

平島　正和 市下 父／金槌 金一封

花田　光雄 長尾 母／アサコ 金一封

弘　宣人 中郷 父／豪人 金一封

須佐

田中　誠 松原 父/幸男 金一封

平野　千鶴 山根丁東 夫/一男 金一封

又坐　紀枝 浦中 夫/隆雄 金一封

鈴川　博司 松原 父/正一 金一封

秋山　三雄 浦中 母/チヨ子 金一封

品川　孝代 弥富8区 夫/和久 金一封

佐々木　　 水海 母/ユキエ 金一封

冨田　京子 弥富5区 養母/サトル 金一封

西岡美代子 山根丁東 夫/竹夫 金一封

仁保　登 弥富7区 妻/待代 金一封

旭

山藤　茂 牛地 父／弘松 金一封

匿名 50,000円

福栄

服部　敏明 平蕨 父／武雄 金一封

平田　正行 紫福殿川 父／良夫 金一封

中村　　 畑 母／　子 金一封

佐々木康典 京場 母／秀子 金一封

萩

田　　万　　川

む　　つ　　み

敬称は省略させていただきます
掲載について　平成22年7月1日～8月31日
敬称は省略させていただきます
掲載について　平成22年7月1日～8月31日
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敬称は省略させていただきます
掲載について　平成22年7月1日～8月31日
敬称は省略させていただきます
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掲載について　平成22年7月1日～8月31日
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掲載について　平成22年7月1日～8月31日
敬称は省略させていただきます
掲載について　平成22年7月1日～8月31日
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掲載について　平成22年7月1日～8月31日
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掲載について　平成22年7月1日～8月31日
敬称は省略させていただきます
掲載について　平成22年7月1日～8月31日

須　　　　　佐

福　　　　　栄

旭



匿名 1,003円

匿名 2,350円

針間　和夫 山口市三和町 6,500円

西永　佳代 山口市阿知須 5,000円

岡村商店 平安古東区の１ 10,000円

久畑　いと 唐樋町 100,000円
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ご　芳　名 ご 住 所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附

萩

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。

匿名 3,000円

古本　由利子 下五間町の１初盆志 30,000円

匿名 20,000円

村上　孝志 下三原下 見舞返し 金一封

ご　芳　名 ご 住 所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附

川　　　上

須　　　佐

折りたたみ式電動ベッド 中村　勝美 下本郷

書き損じハガキ（15枚） 匿名

内　　　　容 ご　芳　名 ご　住　所

田　万　川

須　　　佐

書き損じハガキ（７枚） 広田　幸子 舞谷

書き損じハガキ（10枚）

内　　　　容 ご　芳　名 ご　住　所

旭

佐々並中学校同窓会
（Ｓ51年度卒）

平成18年に始まったしあわせ写真コンテストには、
これまで19歳～96歳までの方が応募され、今年は過
去最多の応募がありました。
写真を見ていると、私たちの日常の生活の中に、こ

んなにもたくさんのステキな瞬間があるのだと、とて
もうれしくなります。また、そんな人々のステキな姿
が多い萩の町を誇りに想い、大切にしたいと思います。
10月2日萩市民館、作品展でお待ちしています。（た）

編　集　室

歳末たすけあい募金の配分申込受付
歳末たすけあい募金の配分を次のとおり行います。

●配分対象及び配分予定額（生活保護受給世帯は除く。）
(１)生活困窮世帯・準要保護世帯　
1世帯5,000円、1人につき3,000円
ただし、生活困窮世帯のうち住宅用火災警報器を
未設置の高齢者世帯については、配分金から現物
給付します。
※民生児童委員・教育委員会に照会

(２)在宅介護者　5,000円（現在、次の家族を在宅
で6ヶ月以上介護している主たる介護者）
①要介護4・5 ②身体障害者手帳1・2級　
③療育手帳Ａ ④精神保健福祉手帳1・2級
※被保険者証または手帳の写しを添付

●申込方法
萩市社会福祉協議会本所・各事務所、萩市の総合事
務所・支所・出張所に備付の申込書にて、申込み。
●申込期限 12月10日（金）
●交付時期 12月17日（金）～24日（金）
●問合わせ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

障がい者スポーツボランティア養成講座
障がい者スポーツ活動を行ううえで、障がい者及び

障がい者スポーツを支えることのできるボランティア
の養成講習会が行われます。
●日　時 12月18日（土）10:00～16:00
●場　所 徳山大学（周南市学園台843-4-2）
●定　員 30名程度
●参加費 無料
●申込み 11月19日（金）まで
●問合せ 山口県障害者スポーツ協会

TEL083-901-4065 FAX083-901-4064

第5回しあわせ写真コンテスト作品展
いつまでも市民の皆さんの「しあわせ」な姿を残し、
語り継いでいこうと、笑顔、ふれあい、助け合い、交
流など、しあわせ（福祉）を題材とした写真を募集し
ました。応募いただきありがとうございました。
次のとおり応募全128作品を展示しますので、ぜひ

ご来場ください。
●期　間 10月12日（火）～26日（火）
●会　場 萩郵便局コミュニティルーム

交通遺児払出金の申込受付
萩市善意銀行では、交通遺児への指定寄付があり、

歳末たすけあいの配分金と併せて払出します。該当さ
れる方は、上記と同様にお申込みください。
●対象及び配分予定額
18歳未満の交通、海難、航空遺児の方がおられる世帯
１世帯5,000円、１人につき5,000円
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